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助成援助対象者からの報告
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が商品雑さ蕊てお恥 本会議では次世代に向けた先
端技撫識鰄蕊が中心となりました。
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高密度化の薗ではく己光の波長限界を越えて記録再
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と磁気記録と同等蕊鑿蕊高速桂が実証されました。
研究開蕊殖で白蕊導睡さと光職デ靴ス
ク関係の国際会議が§狗奉で初めて開催され成功し
たことは喜ばしいこと:でじた｡第2回のシンポジウ
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ムは､1992年12月に米国のアリゾチ州ヅニソンで開
催されることになりました。 由一
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や高速記録
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社会科学での
情報ボーダーレス化を実感

一橋大学教授・政治学

加 藤 哲 郎

…国際会議への参加助成をいただいて、7月10～13
日、真冬のオーストラリアの首都キャンベラで開か
れた、第7回オーストラリア日本研究学会に出席し
てきました。

たまたま私のペーパーが、1989年の東欧の動きを
「テレビ時代の連鎖的革命」としてとらえ、政治変
動の電波を通じての世界化の問題を扱ったので
ICF助成をお願いしたのですが、あとで助成を受け
た研究のリストを見ると人文・社会科学分野は少な
いので、私への援助に感謝するとともに、若干の後
ろめたさをもって参加しました。

しかし、会議では、情報通信のボーダーレス化を
実感しました。オーストラリアの研究者は日本事情
にくわしく、「新人類」「帰国子女」「過労死｣といっ
た日本語が、英語の議論のなかでとびかいます。そ
れ以上に驚いたのは、参加者の100本の膨大なぺ-

、全部同じ書式・印刷で3冊の立派な本にま
ノ

れ、初日に全員に配られたことです。春の段
一パーはフロッピーで提出するようにといわ
も和製英文用ソフトで書いた原稿をフロッ
送っていたのですが、それ力ざこういう形にな
、思ってもみませんでした｡私の出席した国
では初めての経験で､ペーパー読了を前提に
きますから､報告時間は節約され討論も深ま
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